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都市空間における主体と環境との多様な関係性は，場所を介したインタラクションのもとに成り立って

いる．本研究では，都市空間にみられる人々の特徴的な行動を記述し，その特性を明らかにすることを目

的として研究を行い，主体と環境のかかわりに関する示唆を得る．そのために，回遊行動における主体の

発話・挙動に着目したプロトコル分析と，行動のネットワーク分析・空間分析を試みた．その結果，回遊

行動における被験者別の行動の特性と，都市空間にみられる特徴的な行動の特性と発現の傾向を把握した． 
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１．はじめに 

 

(1)研究背景 

都市では様々な人々の間に関わりが生じ，相互の利害

調整や協力のもと，一人では成し得ないことを行ってい

る．社会は，このようなインタラクションが積層し成立

する．そのような様相を呈する都市の表象は，社会的な

営みのある風景として私たちに共有しうる地域の認識を

与える．一方，現代社会において進行しているメディア

の影響を考える必要もある．情報技術の発展は，私たち

に利便性を与えた一方，場所を介するやりとりの価値を

薄れさせた．数多ある情報メディアを介した地域認識と

実空間には乖離が生じており，その結果は，私たちに身

体が都市という場所から切り離されるような感覚をもた

らしている．中村は，「都市をつくる風景」1)において，

「身体と場所」のつながりを創造する上で，風景の重要

性を示している． 

都市に関する研究においては，既往のアプローチとし

て，「空間構造の把握」や「土地・空間の利用」のよう

に，主体をとりまく環境を中心に議論されたものが多い．

ここに，「人々の行動」という主体に焦点をあてた議論

を含めたアプローチが求められている（図-1）． 

すなわち，「人々の行動」という観点から，「身体と

場所」の関係性を主体と環境を包括する形で記述するた

めの理論と方法が必要とされている． 

(2)研究目的 

そもそも，都市における「人々の行動」は複雑な事象

である．その原因は，「人々の行動」が主体と環境の二

元論的な構造のもとで説明しきれる事象ではないため，

その実態をどのように記述し捉えればよいのかが把握し

きれないことにある．本研究では，それらの「人々の行

動」について，「迷い」・「発見」といった場所とのイ

ンタラクションからなる回遊行動に着目する．その事象

を「場面」というまとまりで捉え記述し分析することで，

主体と環境の関係性に新たな知見が得られると考える． 

先述の背景より，本研究では都市空間における「身体

と場所」の多様なインタラクションと考えられる「人々

の行動」を記述し，その特性を把握することを試みる．

よって，本研究では，都市空間の回遊行動における，特

徴的な「人々の行動」を記述する方法を提示するととも

に，その行動の特性を明らかにすることを目的とする． 

それによって，都市環境の多様性に寄与する，主体と

環境のかかわりに関する示唆を得る． 

 

図-1 都市研究のアプローチ 



 

２．研究の枠組み 

 

(1) 既存研究の整理 

都市研究において，行動する主体に焦点を当てた研究

は，他の研究に比べて少ない．人々の行動が複雑なゆえ

に，現在に至るまでに手法が確立されにくかったためだ

といえる．しかし，主体と環境の協調より成る概念とし

ては，ギブソン2)の示した，行為の機会・可能性を提供

する環境の特性，すなわちアフォーダンスがある．その

考え方を含め，主体と環境を一体的に捉えた視点から都

市を記述・分析する研究が進められている． 

次に「記述」の可能性について，佐々木3)は，透視画

法的な都市景観の捉え方を超越した，非線形的な記述方

法を，模索することの重要性を示している．活動する多

主体による多視点のつながりによる都市の記述により，

透視画法の眼では捉えられない広がりを獲得し，生き生

きとした調和がもたらされることを示唆した． 

主体に焦点を当てた「記述」により人間の行動特性の

解明を試みた研究としては，回遊行動を扱ったものが挙

げられる．中村4)は，都市環境に生じうる「場面」にお

ける行動のタスク（目的意識）をプロトコル分析により

把握し，行動パタンについてDematel法を用いて解明し

た．結果，都市環境と行動主体の関係性について，行動

主体のタスクの遷移と行動パタンの間における支配的関

係および，目的達成過程における偶発的な発見行動の介

在を解明した．また，高浜ら5)は，回遊行動を街歩きと

して捉え，そのプロセスから抽出される「意味」に着目

した分析から，都市空間における体験を考察した． 

 

(2)本研究の位置付け 

本研究は，その方法において中村4)の研究を踏襲する

が，１つでなく複数の対象地間において生じうる「場

面」について記述する点，新たに異なる分析方法を適用

して「場面」について比較・考察し，特徴的な行動の特

性を捉えるという点が異なっている．これにより，都市

における行動の多様性に寄与する事象の把握が可能とな

る．また，行動の特性について，時系列と場所的な分布

のそれぞれから分析・考察する点に新規性がある． 

 

 

３．研究の構成 

 

(1)基礎的概念 

本研究では，異なる主体が都市空間において展開する

行動に着目した分析を行うため，「人々の行動」を取り

巻く言葉について明確にする必要がある．そのために，

本研究で扱う用語の定義について，表-1に示す． 

表-1 用語の定義 

行動 

人間の全般的な活動であり，本研究においては特に 

「行為」・「要因」・「目的」・「情動」の各々の要素が伴う 

人間の動作として扱う 

行為 ある意思にもとづきなされる，おこない 

要因 ある行為を発現するきっかけとなる因子 

目的 
主体の発話内に指示される内容から判断される， 

行為の動機となる対象への意識 

情動 ある行為に連関する，好悪の印象 

場面 

主体と環境のインタラクションのなかで生じる， 

時間・空間を包括したまとまりであり，前後の行動の 

結びつきにより規定される 

特徴的な行動 
既往の方法論では捉えにくいが回遊行動のなかで 

重要な局面を生み出すような行動 

回遊行動 対象エリア内で，店舗などを見ながら歩きまわる行動 

プロトコル 発話・挙動の総称 

インタラクション 
相互に影響を及ぼしあう関係性のなかで，対話的に 

交わされるやりとり 

 

(2)研究方法の概要 

本研究では，回遊行動実験を通して得られるデータか

ら，行動自体の分析と，行動が行われた空間との関係性

の分析とを行う．前者については主として，プロトコル

分析を中心とする分析を行う．実験の内容については4

章で述べ，プロトコル分析の詳説および，プロトコル分

析の結果から得られる被験者個別の特性に関する考察は

5章にて行う．また，プロトコル分析に連関する手法と

して，ネットワーク分析および，元データを参照した空

間分析を併せて実行する．ネットワーク分析に関する詳

説および，分析結果により得られる行動の考察を6章に

示す．また，6章で着目した行動に関する空間分析の方

法および，結果の考察を7章に示す．以上の研究過程を

経て捉えられる都市空間における人間の行動の特性につ

いて，結論として8章にまとめることとする． 

 

 

４．回遊行動実験 

 

(1)実験の概要 

本研究では回遊行動を分析対象とするため，必要とな

るプロトコルのデータを抽出する必要がある．そのため

表-2に示す実験条件の指示のもと実験を行った． 

 

表-2 現地実験の条件と指示内容 

 



 

実験時には，2人1組の各被験者にボイスレコーダーを

渡し，音声データの録音を行う．同時に，実験者は後方

からビデオカメラによる撮影を行い，被験者の行動およ

び周辺の状況を録画する. 

 

(2)実験対象地 

本研究の要旨に沿う対象地を選定する際の必須条件と

して，人のアクティビティが活発な地域であることが挙

げられる．よって，拠点から市街地の広がりが歩行者レ

ベルであり，かつ多様な商業施設が密集している必要が

ある．これらを考慮して，①下北沢駅周辺（図-2）およ

び，②自由が丘駅周辺（図-3）を対象地に選定した． 

 

 
図-2 下北沢駅周辺（東京都世田谷区北沢二丁目） 

 

 

図-3 自由が丘駅周辺（東京都目黒区自由が丘二丁目） 

 

図-4 下北沢駅周辺の様子 

 

 

図-5 自由が丘駅周辺の様子 

 

図-4・図-5に見られるように，様子の異なる対象地を

2か所選定することの利点を活かして比較検討を行う． 

 

(3)実験の被験者と実施日時 

実験の被験者を選定するに当たり，よりリラックスし

た自然な状態で実験に臨み，適度な発話が得られるペア

となるよう考慮した．その際に適用した，5つの条件を

以下にまとめる．  

a）ペアの中に，実験者の知人を含むこと 

b）ペアで出かけることが自然な程度，面識があること 

c）対象地への興味や関心が皆無でないこと 

d）被験者同士，考えを共有して表現できること 

e）実験条件を理解し，悪意のある行動をとらないこと 

以上の条件を満たす7組14名について，表-3に示す． 

 

表-3 被験者の属性 ／ 実験実施日時 

 



 

５．プロトコル分析 

 

(1)プロトコル分析 

まず，行動自体の記述のために，実験により獲得した

発話・挙動の時系列データ，すなわちプロトコルデータ

の分析を行う．そのため，プロトコルデータを定量的な

指標として扱うことができるよう，回遊行動のなかで生

じた会話を5秒毎の単位に分割して書き起こし，時間単

位毎に見受けられる行動の内容について，規則にもとづ

き判断した上で，概念ラベルを付与していく． 

概念ラベルは，行動の内訳として定義した「行為」・

「要因」・「目的」・「情動」からなる４種の行動カテ

ゴリを指標とした組み合わせにより成り立つ．各行動カ

テゴリに属する指標は，回遊行動に見られる行動につい

て十分に説明可能な指標となるよう，バリエーションを

持たせて設定している．それらの指標の種類と内容につ

いて，表-4にまとめて示す． 

 

表-4 行動カテゴリ別指標の概念ラベルと表記例 

行動カテゴリ01 ： 行為指標 

迷い W 方向・地理感覚を失っている様子を示す，発話と挙動 

発見 F 人・物・場所への気づきを示す，発話と挙動 

把握 G 人・物・場所への理解を示す，発話と挙動 

要望 R 物事の実現を求める様子を示す，発話と挙動 

提案 S 将来について意見を述べる，発話と挙動 

決定 D 意志を決定する様子を示す，発話と挙動 

達成 A 目的を成し遂げた様子を示す，発話と挙動 

悩み T 意志を決定できない様子を示す，発話と挙動 

探索 L 何らかの手段で地理情報を獲得しようとする，発話と挙動 

説明 E 人・物・場所に関する知識を表現する，発話と挙動 

回想 M 過去のこと ・忘れていたことを内容に含む，発話と挙動． 

交流 C 被験者を除く対象を相手にしたやり取りを含む，発話と挙動 

体調 H 身体に関する調子・影響を内容に含む，発話と挙動 

行動カテゴリ02 ：要因指標 

場所 a 周辺の空間 ・地形が，発話と挙動に起因するとき 

 人 b 周辺の人々の活動が，発話と挙動に起因するとき 

 店舗の物 c 店舗に関係する物体 ・物品が，発話と挙動に起因するとき 

店舗以外の物 d 店舗に関係ない物体 ・物品が，発話と挙動に起因するとき 

行動カテゴリ03 ：目的指標 

MODE 1 ある店舗について，特定する以前に指示された発話内容 

MODE 2 店舗以外の対象について，特定する以前に指示された発話内容 

MODE 3 ある店舗について，特定した以後に指示された発話内容 

MODE 4 店舗以外の対象について，特定した以後に指示された発話内容 

行動カテゴリ04 ：情動指標 

好印象 + 直感的に良いと感じる様子を示す，発話と挙動の内容 

悪印象 - 直感的に悪いと感じる様子を示す，発話と挙動の内容 

不  偏 * 上記2つの情動の変化がほとんど見られない，発話と挙動の内容 

 表記例 

「楽しそうなお店がある！」（店舗を見て） ⇒ Fc3+ 
ある店舗について，特定後に指示された/物に起因する/印象の良い/発見 

以上の表記を用いることで，都市空間における人間の

行動を，４つのカテゴリに細分化した指標の組み合わせ

により，多様性を保った形として記述することが可能に

なったといえる． 

 

(2) 行動カテゴリ別 指標の集計結果 

回遊行動実験によって獲得したプロトコルデータごと

に付与された概念ラベルをもとにして，2つの対象地ご

とに，各行動カテゴリに属する指標の数量を集計した．

それらを比較可能な形として割合に書き換えた結果を，

表-5に示す． 

 

表-5 行動カテゴリ別指標の集計結果 

 

 

(3) 行動カテゴリ別指標を用いた被験者特性の分析 

被験者ごとの行動特性を把握するために，表-5に示し

た集計結果を用いて，クラスター分析を行った（図-6）． 

 

 

図-6 被験者別のクラスター分析結果 

 

上記の結果より，被験者別の行動特性を考察する．ま

ず，同じ被験者ペアでは，対象地の異なりにかかわらず

同様の傾向を持つ行動をとることが読み取れる．それを

踏まえて，各被験者が該当したクラスターに関する考察

を行う． 



 

a)「偶有性インタラクション型」 

「No.1,4,5」の被験者の結果は，「発見」が比較的多

く，要因に「場所」と「店舗」の割合が同程度含まれて

おり，目的の「MODE」は「3」・「4」と，知覚後に指示

されたものがほとんどであるといえる．これらのことか

ら，環境とのやり取りのなか偶然の発見が多い被験者の

ペアが該当するといえる．  

b)「店舗関心型」 

次に，「No.3,7」を見ると，要因に「店舗」，目的の

「MODE」は店舗に関するもの，情動として「好印象」が

多いことが見て取れる．さらに，これらは両者とも女性

同士のペアであることから，性別に依存した行動の特性

である可能性がある． ただし，「J-3」のペアについて

は，特に「MODE1」が高い値をとっているが，来街経験

が多く，先行的な知識を持っていたためだといえる． 

c)「場所依存型」 

最後に，「No.2，6」の結果について考察する．これ

らのペアでは，「店舗」よりも「場所」に起因した行動

が多く見受けられ，かつ，それらは特定後に指示される

ものが多いことがわかる．このことから，周辺の空間構

成や地形など場所に影響を受けやすいという特性をもつ

被験者ペアだといえる． 

 

 

６．ネットワーク分析 

 

(1) 行動のネットワーク分析の方法と指標 

プロトコルデータに付与された概念ラベルをもとにし

て，回遊行動の文脈を分析する．ここでは，まず，ネッ

トワークを作成するに当たり，行動カテゴリうちの4種

類の指標が全てそろったものを，有効な概念ラベルの組

み合わせとして抽出して，発生した順序に従って時系列

で並べたものを用意する．各概念ラベルをノードとして

扱い，前後関係を持つ者同士でパスを引くことで有向グ

ラフのネットワークを作成しネットワーク分析による指

標を導出する（図-7）． 

 

 
図-7 概念ラベルの時系列表記とネットワーク分析の方法 

 

本分析では，ネットワーク分析として，各ノードにつ

いて導出される指標である，「媒介中心性」と「パス

数」に着目して特徴的な行動の抽出を試みる．  

ここで，「媒介中心性」と「パス数」の各々の指標に

関して説明したい． 

まず，「媒介中心性」とは，ネットワーク中の特定の

ノードが，他のノード同士の関係をどの程度媒介してい

るかを示す指標である．本研究における解釈を加えると，

媒介中心性という指標は，あるノードの前後関係に多様

な行動まとまりがどの程度あるかを示すことができる指

標であり，かつ，行動の節目になりやすさを示す指標で

あると解釈できる．これは，行動の時間的な遷移を，一

連の流れとして考えるとき，ある媒介中心性の高いノー

ドは，行動の一連のまとまり同士を橋渡ししている可能

性が高いと考えられるためである．  

もう一方の，「パス数」という指標は，あるノードに

直接接続されているパスの数を示す指標であり，本研究

においては，ある行動からある行動に遷移した回数がパ

スの数としてカウントされることから，行動の発生頻度

を単純に示す指標だと解釈できる． 

これら2つの指標により条件づけられる行動の特性に

ついて，値の大小によるマトリックスから，その意味を

解釈した（表-6）． 

 

表-6 ネットワーク指標による行動特性の解釈 

 

 

本分析では，表-6のマトリックスに示される関係性の

うち，媒介中心性が大きく，パス数が小さい行動に着目

して，６章(2)節で詳細な分析を行う． 

当該の関係性を持つ行動は，一連のまとまりとして強

い結びつきをもった行動同士を橋渡しする節目に生じる

ため，回遊行動者の思考の転機となる場面に生じる行動

だといえる．よって，この特性を有する行動には，重要

な局面を生み出す特徴的な行動が含まれていると考えら

れる． 

 

(2) ネットワーク分析の結果 

2つの対象地におけるプロトコルデータより，ネット

ワーク指標において媒介中心性が大きくパス数の少ない

行動を検索し，特徴的な行動を抽出する．ネットワーク

指標の大小の判別には，それぞれの指標の平均値をとり，

平均値より大きい値を示す場合に「大」，平均値より小

さい値を示す場合には「小」として，上記の関係性に当

該する行動を抽出した．その結果を一覧として，表-7に

示した． 



 

表-7 特徴的な場面に発現しうる行動の抽出結果 

 

 

以上の結果を総覧すると，人を因子に含む「b」とい

う要因指標が多く見受けられることがわかる．また，そ

れ以外に店舗に関する物が起因していることを表す

「c」という要因指標が多く見られ，それらについては，

行動カテゴリにおいて特定前を示す目的指標を持つもの

が多いといえる． 

表-7に示すデータとして抽出された行動に対する考察

を行う．その方法として，一次資料となるプロトコルデ

ータおよび，行動を撮影した動画より抽出した周辺環境

の状況を参照し，上記の表に挙げられた概念ラベルが示

す行動の動機となる因子について把握する．抽出された

因子について「人」と「人以外の因子」に関する要因指

標にそれぞれ分けて集計した結果を，前者は図-8，後者

は図-9に示した． 

 

 

図-8 「人」に起因する特徴的な行動を発現した因子 

 

 

図-9 「人以外」に起因する特徴的な行動を発現した因子 

 

さらに，「人」に起因する特徴的な行動について，被

験者ペア別に個別のサブネットワークを作成し，各被験

者に共通する事項を解明する． 

まず，各ペアのサブネットワーク単位でネットワーク

分析し，個々の概念ラベルについてパス数と媒介中心性

の値を導出する．その値を参照し，パス数をⅩ軸，媒介

中心性をＹ軸にとったグラフ上にプロットする．それら

を，要因指標別に異なるマーカーで区別し線形近似曲線

を描いたものを用いて，要因指標の発現頻度について比

較と考察を行った． 

それらの検討に用いたグラフの一例を，図-10・図-11

に示す．なお，当該のグラフについて，X軸おびY軸は，

パス数と媒介中心性の各々の値が低い部分でプロットの

差異が出るため，どちらも対数をとっている． 

 

 

図-10 サブネットワーク分析結果（被験者１・下北沢） 

 

 

図-11 サブネットワーク分析結果（被験者１・自由が丘） 

 

以上のグラフを見たときに，ほぼ全てのグラフにおい

て，要因指標「ｂ」を示すプロット及び近似曲線につい

て，媒介中心性が高くパス数が少ない箇所に多く存在す

ることがいえる． 

この結果に加え，実験中に発現された要因指標「ｂ」

を含む概念ラベルと，それらを発現させたペア数を集計

し，表-8に示す． 

 

表-8 「ｂ」を含む概念ラベルと発現させたペア数 

 



 

表-7の概念ラベルについて，表-8を用いてペアごとに

発現された要因指標「ｂ」を含むものの頻度を見ると，

自由が丘の「Eb4*」・「Gb4*」・「Gb3*」，下北沢の

「Gb4+」・「Fb4+」・「Gb4-」・「Lb4*」は，比較的多

くのペア間で発現される概念ラベルであるということが

いえる．よって，要因指標「ｂ」，すなわち「人」に起

因しうる特徴的な行動は，ほとんどのペアに共通するこ

とが裏付けられる． 

 

(3) ネットワーク分析の考察 

以上の結果をもとにして，特徴的な場面に立ち現れる

行動の特性を，3つのパタンに分け考察した． 

 

a)「人の活動起因型」  

「人の活動起因型」は，特徴的な場面を引き起こす上

で，最も支配的な影響を持つ因子による行動の特性パタ

ンだといえる．都市で活動をする他の「人」が，環境側

として回遊する主体に作用する場面が挙げられる．都市

空間において活動する主体は各々の目的に応じた行動を

とるため，不規則な他者として影響を及ぼしあっている

といえる． 

図-8に列挙される結果を見ると，街の女性を好印象に

捉える会話がやや多く見られるが，それ以外にも計13種

の属性の異なる人々を対象にした発話内容がみられる．

これら想定しにくい「人」の多様な活動の様子を知覚し

た主体には，思考に転機が生まれ，新たな行動の契機が

生じうると解釈できる． 

b)「気配起因型」 

「気配起因型」は，図-9により導かれた分類である．

「看板」や「料理の匂い」といった様に，実態に先行し

て知覚を与える事物が関与する場面が挙げられる．この

ことから，都市の環境に存在するものが実物に先行する

気配として主体に影響し，回遊行動の流れが変わる転機

が生み出されているといえる． 

また，「路地」のように，奥まっていて先に何がある

かしれない場所に出くわしたときにも，その先への興味

が行動の転機を生み出し，主体の思考が転換されると考

えられる． 

c)「場所起因型」 

「場所起因型」は，図-9により導かれた分類である．

実態の特定された因子としては，「坂道」や「路地」，

「神社」のように，周囲に対して際立った特徴的な場所

に起因する行動が多く抽出されたといえる． 

地形の変化や場所の様子が主体に印象を与えた結果，

行動に転機が生じたと考えられる．「写真」を撮影する

という行為についても，「路地」で行われており，場所

への関心が行動の動機を生んでいるといえる． 

７．都市空間と人間行動の対応 

 

(1)都市空間における特徴的なインタラクションの分析 

本章では，６章(3)節で着目した特徴的な行動と，都

市空間との関係を分析する．そのため，GISを用いて発

話がなされた5秒ごとの被験者の位置を記録し，着目す

る特徴的な行動が行われた位置をプロットとして示した．

また，当該プロットが発生する前後の経路についても併

せて表現することで，主体の知覚した周辺空間の変化の

様子と経路選択への影響を把握する． 

 

(2)特徴的な行動と空間に関する分析結果 

上述の方法により，特徴的な行動が発生した位置と，

被験者の経路を反映した地図を示す（図-12・図-13）． 

 

 

図-12 特徴的な行動の発生個所と被験者経路 –  下北沢 

 

 

図-13 特徴的な行動の発生個所と被験者経路 –  自由が丘 

 

以上に図示された結果から，６章(3)節に示した特徴

的な行動の3パタンが生じる都市空間の傾向を考察する． 



 

(3)特徴的な行動と空間に関する考察 

まず，下北沢についての結果を参照すると，駅の南側

の街路に「人の活動起因型」の因子が集中していること

がわかる．また，自由が丘の結果を参照しても，駅の北

側にある比較的広い通り沿いなどで同様の傾向が見られ

る．他の箇所について見ても，それら「人の活動起因

型」の因子が存在している箇所では，ほとんどのケース

が直線的な経路をとっている状況下において発生してい

ることが読み取れる．さらには，路地のような狭まった

街路空間においては，あまり発生していないことがわか

る．このことから，リズミカルな経路の折れ曲がりや囲

繞感といったような主体の知覚に影響を与えやすい空間

変化が少ない，いわば単調な広がりを持つ街路空間にお

いて，「人の活動起因型」の因子が起因する思考の転機

が生じやすいことが考えられる．回遊する主体が単調な

経路上を惰性の伴う移動をしている場面が続いているな

かで，ふと「人の活動」に目が移ることが「人の活動起

因型」のパタンに属する特徴的な行動を生み出すと解釈

できる． 

次に，「気配起因型」・「場所起因型」に関する分布

を見ると，全てが交差点にて発生しており，かつ経路の

変更を伴っていることが読み取れる．このことから，交

差点付近において，回遊する主体が未分化な状態にある

環境から情報を読み取る過程で生み出される行動である

と解釈でき，周辺環境に潜在する「気配」や「場所」の

様子への主体の興味・関心が，経路選択に影響したと考

えられる． 

 

 

８．結論 

 

(1)研究のまとめ 

本研究では，回遊行動をもとに主体と環境の関係性に

ついて，場所を介したインタラクションという形で抽出

した上で記述する方法論を構築した． 

また，その記述方法を用いて，都市空間における

「人々の行動」の特性として，以下の点が得られた． 

 

a)人によって回遊行動の特性が異なることを示した．そ

の結果，「偶有性インタラクション型」，「店舗関心

型」，「場所依存型」という特性があることを把握した． 

b)回遊行動のネットワーク分析から，媒介中心性とパス

数を指標として，4つの行動特性を示した． 

c)8章(1)節b)項のうち，回遊行動の転機となる行動を具

体的に抽出し，その詳細を把握した．その結果，「人の

活動起因型」，「気配起因型」，「場所起因型」という

特性があることがわかった． 

d)8章(1)節c)項の行動が生じる都市空間の傾向を把握し

た．その結果，「人の活動起因型」の行動は単調な直線

経路で発生しやすく，「気配起因型」・「場所起因型」

の行動は交差点付近において発生しやすいという傾向を

得た． 

 

(2)今後の展望 

本研究では，「人々の行動」に焦点をあて，それらを

記述し特性について把握した．元来，「人々の行動」は

複雑・多様であるがゆえに現在まで研究の方法論が確立

されず，ゆえに行動の特性に関する把握は困難な課題で

あった．しかし，場所を介した主体と環境の対話的なや

りとり，すなわちインタラクションを「場面」というま

とまりで捉えることにより，行動の記述と特性の把握が

可能となった． 

今後の研究では，本研究の方法論をより発展させた記

述により，さらに違ったアプローチから，本研究の中で

捉えきれなかった行動特性の分析と実態把握がなされる

ことに期待したい．それらの研究が蓄積されていくこと

により，場所の多様性，人々の活動のある景の価値など，

都市の社会が内包する風景の尊さに気づいていけるよう

な示唆が得られると考えられる． 
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